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研究成果の概要（和文）：アルツハイマー病の予防・治療薬の開発を目的として、高い凝集能を有するアミロイ
ドβ1-42のC末端ペプチドモチーフ(Aβn-42)に抗酸化物質としてビタミンEまたはカフェ酸の芳香環部分(Tx、
Ca)を付加させた化合物(TxAβn-42、CaAβn-42)を設計・合成した。これらの化合物はAβ1-42の凝集を強く抑制
した。また、凝集によって引き起こされる酸化ストレスと神経細胞毒性を強く抑制した。これらの化合物は新し
いアルツハイマー病の予防・治療薬のシーズとなることが期待される。

研究成果の概要（英文）：The aggregation pathway of β-amyloid (Aβ) is a key target to prevent the 
onset of Alzheimer’s diseases (AD). The aggregation of the 42-mer peptides (Aβ42) induces the 
oxidative stress which is related to neurotoxicity. We synthesized  Aβ42 C-terminal motifs (Aβ
n-42) conjugated to the antioxidant trolox (Tx) or caffeic acid (Ca). These compounds showed 
anti-aggregation activities toward Aβ42. The most potent inhibitory activity was found in Tx-Aβ
36-42 and CA-Aβ38-42. Protective effects against Aβ42 induced neurotoxicity was also shown by TxA
β36-42 and CaAβ38-42. These compounds demonstrated potent antioxidative activities toward Aβ
42-induced intracellular ROS generation. Finally, conjugating C-terminal motif to Trolox and caffeic
 acid is proved to be crucial for the protective effects on Aβ-induced neurotoxicity. TxAβ36-42 
and CaAβ38-42 may be a starting point for the future development of drugs that prevent 
neurotoxicity and deposition of Aβ in the brain of AD.

研究分野：創薬化学

キーワード： アルツハイマー病治療薬　アミロイドβ　抗酸化物質　トロロックス　カフェ酸
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１．研究開始当初の背景 
 アルツハイマー病(AD)患者の脳内に高発
現しているアミロイドβタンパク質(Aβ)は，
通常のタンパク質と比べて高い凝集能を示
し，アミロイド繊維からなる老人斑を形成し
て大脳皮質に沈着する．このアミロイド繊維
の生成過程で大量発生する活性酸素が神経
細胞毒性や血管障害の原因となることが近
年明らかとなっている．従って，Aβの凝集
阻害とアミロイド繊維から発生する活性酸
素を消去できれば AD の予防と治療が可能
である．クルクミンなどのフェノール性天
然抗酸化物質に Aβ凝集阻害作用があるこ
とが報告された．我々は Aβの凝集を阻害し，
さらにアミロイド繊維から発生する活性酸
素を消去することができればアルツハイマ
ー病の予防と治療が可能になると考え，Aβ
の凝集と神経細胞毒性を抑制する物質とし
てカテキンにプレニル基を有する化合物を
開発した(特許出願 2011-183246号)．しかし
ながら，本化合物を含め，臨床で有効な作
用を示す化合物は未だ開発されていない． 
 
２．研究の目的 
 Aβには，40のアミノ酸からなるペプチド
(Aβ1-40)および C末端にさらに二つのアミノ
酸(Ileu-Ala)が増えた 42のアミノ酸からなる
ペプチド(Aβ1-42)がある． Aβ1-42の方が凝集
し易く，神経細胞毒性も高い．本研究では，
Aβからのアミロイド繊維の生成抑制作用と
活性酸素消去作用によって ADによる神経細
胞毒性を抑制する化合物の開発を目的とし
て，高い凝集能を有する Aβ1-42の C 末端フ
ラグメント(Aβn-42)に抗酸化物質を付加させ
た化合物の設計・合成を行い，神経細胞毒性
に対する抑制作用を明らかにする． 
 
３．研究の方法 
(1) 化合物の合成：Aβの C 末端フラグメン
トとしては，凝集性と神経毒性が問題となっ
ている Aβ1-42の C-末端フラグメントを用い
た．フェノール性抗酸化物質の部分はα-トコ
フェロールの芳香環部分のTrolox(Tx)および
カフェ酸(Ca)を用いた．化合物の合成は，
Fmoc 法による固相合成を用いて，C 末端の
アミノ酸を有する Fmoc-Ala-Wang樹脂から
伸張していき，最後にフェノール性抗酸化物
質を付加させた．樹脂からの切り出しを行っ
た後，分取用HPLCで精製した． 
(2) Aβ凝集阻害作用：チオフラビン T法を用
いて，Aβ1-42の凝集反応に対する化合物の阻
害効果を明らかにした． 
(3) 神経細胞毒性抑制作用：ヒト神経芽腫細
胞SHSY-5YへのAβ1-42の毒性に対する化合物
の抑制作用を明らかにした． 
 
４．研究成果 
 Aβ1-42の 34 番目，36 番目，および 38 番目
から 42 番目のアミノ酸からなるペプチドモ
チーフ(Aβ34-42，Aβ36-42，Aβ38-42)に Tx を結

合させた化合物(TxAβ34-42，TxAβ36-42，TxAβ
38-42)を合成し，Aβ1-42の凝集に対する阻害効
果を検討した．その結果，TxAβ34-42，TxAβ36-42
はAβ1-42の凝集を有意に抑制するのに対して，
TxAβ38-42 の凝集抑制効果はほとんど見られ
なかった．一方，Tx を結合させていないペプ
チドモチーフのみ（Aβ34-42，Aβ36-42）では凝
集抑制効果がみられないことから，Txは Aβ
1-42とのπ-π相互作用およびπ-CH 相互作用
によってペプチドモチーフの選択的な結合
親和性を増強させていることが示唆された．
神経細胞の培養系にAβ1-42を添加すると毒性
が現れて細胞増殖が大きく低下する．この系
に事前に TxAβ36-42を添加しておくと Aβ1-42
による細胞毒性は大きく軽減された．Aβ1-42
は凝集過程で活性酸素が大量に発生する．ま
た，Aβ1-42の凝集で生成するアミロイド繊維
はミトコンドリア障害によるアポトーシス
を誘導するがその過程で酸化ストレスの関
与が明らかとなっている．そこで，細胞内で
の活性酸素の生成を確認したところ，Aβ1-42
で処理した神経細胞は細胞内で活性酸素が
大量に発生するが，TxAβ36-42を添加すると発
生する活性酸素の量は大きく低下した．以上，
TxAβ36-42 は Aβ1-42 の凝集を阻害することで
細胞内の活性酸素を消去して神経細胞毒性
を抑制することが明らかとなった． 
 
 
 
 
 

TxAβ36-42 
 
 Aβ1-42の C 末端ペプチドモチーフと抗酸化
物質との共役化合物が Aβに由来する毒性の
予防に有効なことから，次に我々は抗酸化物
をビタミンEのフェノール部分から他の化合
物に変えた様々な誘導体を合成し，その Aβ
凝集抑制作用と細胞毒性の抑制作用につい
て検討を行った．その結果，コーヒーに含ま
れるポリフェノールの一種であるカフェ酸
(Ca)を C末端ペプチドモチーフに共役した化
合物が強力な Aβ凝集阻害作用と神経細胞毒
性抑制作用を示すことを明らかにした. Ca
の芳香環部分のカテコール構造はカテキン
などのフラボノイドに共通する抗酸化作用
に特徴的な構造であり，近年，Aβの凝集に
対して阻害作用を示すことが報告されてい
る．実際，Ca は Aβ1-42の凝集を有意に抑制す
るが，Aβ1-42の 38 番目から 42 番目のアミノ
酸からなるペプチドモチーフ(Aβ38-42)を Ca
に結合させた化合物(CaAβ38-42)はさらに強
力な凝集抑制作用を示した．Aβ1-42による神
経細胞毒性に対しても，CaAβ38-42は Ca によ
りも低濃度で強力に細胞毒性を抑制し，また，
細胞内で発生する酸化ストレスをほぼ完全
に抑制した． 
 
 



 
 
 
 
 

CaAβ38-42 
 
 以上，Aβ1-42の C 末端ペプチドモチーフと
フェノール性抗酸化物質との共役化合物は，
Aβの凝集阻害作用と神経細胞内の酸化スト
レス抑制作用によってアルツハイマー病に
おける神経細胞毒性を強力に抑制すること
を明らかにした．これらの化合物をリードと
した新しいアルツハイマー病の予防・治療薬
への発展が期待される． 
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